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１　はじめに

　大規模鉄骨造建築物では極厚高強度鋼材が多用されているが 、一

般に極厚鋼材の強度 ・靱性確傑は困難である 。含金元素の添加によ

り性能を確保すると ，炭素当量（Ｃｅｑ） ．溶接割れ感受性組成（ＰＣＭ）

の増加により溶接性が低下することが問魑として残る 。溶按惟を具

備し 、高強度 ・高靱性を実現する製造法がＴＭＣＰ（熱加工制御法）

であり 、当杜ではＴＭＣＰ鋼板の認定（ＭＡＣ３３ ，ＭＡＣ３６）を１９８９年

に取得した 。

　一方 ，柱断面形状は角形 ，円形，Ｈ形など多岐にわたるが ．超高

層建築設計枝術の進展や ，鉄骨加．ｌｌの合理化 ，検査の簡素化などの

二一ズにより近年糧厚Ｈ形鋼を使用する傾向が活発化してきてい

る。 当祉においては ，ユ ーザー二一ズに対応した材料開発を進め ，

変態制御技術（価ｎｅ　ｉｎｃ１ｕｓｉｏｎ　ｍｅｔａｎｕｒ馴ＦＩＭ）による ，ＴＭＣＰ極厚

Ｈ形鋼ＲＴ３２５Ｂ ・Ｃ ，ＲＴ３５５Ｂ ・Ｃ（以ドＲＴ３２５ ・３５５．ＲＴはＲＩＶＥＲ

ＴＯＵＧＨ＠の略。）を１９９６年から製遭開始した
１〕

　ＲＴ３２５ ・３５５は ，高強度 、高靱性かつ優れた溶横性能を有するこ

とが評価され ，１９９９年に建設大臣認定（平成１１年５月２５日　挫

設省束住指発第１９７号）を取得した 。以’下に認定概要を示す
。

２　認定概要

　ＲＴ３２５ ，３５５の化学成分と機械的性質の規格値を丁刮ｂ１ｅ１ ，２に示

す。 化学成分はＣ ，Ｓｉ ，Ｍｎ ，Ｐ，Ｓ量の上限とＣｅｑ ，Ｐ．Ｍ のト限を

定め 、機械灼性質は降伏点Ｏ伊）の．止下限他 ，降伏比ぴＲ）の１ ．二限他
，

シャルピー吸収エネルギー（¢ｏ）の下限値を規定しており ．先に認

定を取得しているＴＭＣＰ鋼板と同様に高強度かつ溶接セｌｌに優れる

製品である 。

　次にＲ”２５のＹＰ ．¢ｏの実績他をＦｉｇ．１ ，２にホす。Ｗ，ムと
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　１９９６ 一年の製遊開姶以 ・米 ，Ｔａｂ１ｅ４のニヒな採用突績を含め 、すでに

超高層建築１３物件に採用されている 。Ｐｈｏｔｏ１に適川列を示す
。
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４　おわりに
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　Ｒ羽２５・３５５は販売開始以来ご好評を頂いており ，「ＲＩＶＥＲ

ＴＯＵＧＨ・画」シリーズとして４４０Ｎ／ｍｍ！ 級鋼材のＲＴ４４０Ｂ ・Ｃも

１９９８年に追加し ，また製造サイズは４００×４００ ，５００ｘ５００ ，７００ｘ

５００シリーズと多 上にわたり ，幅広い二一ズに対応している 。今後

も， より優れた形鋼一製品の拡充を推進していきたいと考える
。

もに規格規定値を十分満足しており 、¢ｏは最底魑でも１５０Ｊを超え

ている 。

　Ｔａｂ１ｅ３に各種基準強度を示す。フランジ厚さ４０ｍｍ ，昭え８０

ｍｍ以下の基準強度は ．４０ｍｍ以下の同強度鋼材と同値が与えられ

ている ・なお ，認定には利用技術指針を添付しており ，建築工事標
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